






























記 が一般に 礼記 と呼ばれているもので
ある。前者は 巻、 編あったと言われてい
るが現在は 編しか残っていない。投壺は両










































































































































孔子（紀元前 紀元前 ）が編纂したと言われる春秋の時代（紀元前 紀元前 ）
のことを記した歴史書 春秋 の説明書である。編纂者、成立年代ともに不明である。この中
の昭公の項に投壺の記述がある。昭公（生年不明 紀元前 ）は魯の国の第二十五代の君主
で在位は紀元前 紀元前 年。以下は昭公十二（紀元前 ）年の一節である。
晋侯以斉侯宴。中行穆子相。投壺。晋候先。穆子曰 有酒如淮、有肉如 。寡君中















前漢の時代に司馬遷（紀元前 もしくは 紀元前 もしくは ）によって編纂された歴
史書だが、その中の 滑稽列伝 巻 に投壺が登場する。戦国時代（紀元前 年 紀元前





















































（ 年 年頃）の作った詩である。 魏略 によればこの








































































































る。全 巻で第 巻が巧芸として、射（弓矢）、書、画の他に 種類の遊戯について、過去に
どのような書籍に記述されているかが記されている。投壺については既にとりあげた 礼記
神仙伝（神異経） 東観漢記 の記述のほか、三国時代の魏の国の歴史を記した 魏略 と
いう本に 投壺賦 を作った邯鄲淳という人物の説明があり、 投壺賦 の全文が書かれている。
旧唐書
じょ
旧唐書 は後晋の時代（ 年 年）に編纂された唐の時代の歴史書で、本紀 巻、列
伝 巻、志 巻から成る。列伝第 巻の裴 の項に、その弟の裴寛（ 年 年）の記述
がある。




















能畫毛延壽 投壺郭舍人 蒙天一笑 複似物皆春
政化平如水 皇恩斷若神 時時用抵戲 亦未雜風塵
最初の二句は対で、 能画といえば毛延寿、投壺といえば郭舎人 と解釈できる。毛延壽は
漢の時代の画家で、賄賂をもらわなかったために絶世の美女であった王昭君を醜く描き、これ
が発覚して死罪となったことが 西京雑記 に書かれている。同じ 西京雑記 に書かれてい
る郭舎人の故事を対にして詠み込んでおり、この つの故事がかなり知られたものであったこ
とがわかる。
白楽天は、 和深春二十首 という 何處深春好 で始まる二十の漢詩から成る詩集を作っ
ているが、その十七番目の詩に投壺が詠まれている。
何處春深好 春深博 家 一先爭破眼 六聚 成花















































る。 投壺変 では帯剣は 点、倚
は 点、狼壺は 点となっている
が、この 投壺格 では 古くは帯






































が、その中に 投壺六式 として投壺の役 種が絵で説明されている。名称は 戴冕抛毬記
【図 三礼図 の挿絵（左から壺、矢、馬）】
双桂聯芳勢 背用兵機勢 蛇入燕巣勢 轅門射戟勢 双竜入毎勢 の 点で他の記述は
ない。これまであった司馬光の説明はすでに知られているということで省かれているものと考
えられる。 双桂聯芳勢 は 人が同時に投げ、一人が左の耳を、もう一人が右の耳を狙うと


























及地登科勢 双竜入海勢 双鳳朝陽勢 三教同流勢 戴冠 入勢 轅門射戟勢


































北史 は中国の南北朝時代（ 年 年）の時代の北朝について書かれた歴史書であ
る。歴史家の李延寿
じゅ
（生没年不詳）によって編纂され、唐の時代（ 年 年）の 年に













周書 は中国の南北朝時代（ 年 年）の時代の西魏（ 年 年）とそれに続く
北周（ 年 年）について書かれた歴史書である。歴史家の令狐徳 （ 年 年）ら
により唐代の 年に完成した。内容としては帝紀 巻と列伝 巻から成るが、その列伝の 巻
と 巻は異域という表題が付いていて中国周辺の国々について記されている。朝鮮半島につい




































新唐書 は中国の宋の時代（ 年 年）に政治家の欧陽修（ 年 年）らに
よって編纂された歴史書で、唐の時代（ 年 年）について記されている。内容としては






高麗史 は李氏朝鮮の時代（ 年 年）の学者、鄭麟趾（ 年 年）らに
よって編纂され文宋元（ ）年に完成した高麗王朝（ 年 年）のことを記した歴史
書である。内容は世家 巻、志 巻、表 巻、列伝 巻の計 巻から成る。世家の第 巻、

















李氏朝鮮は 年から 年まで朝鮮半島にあった国家で 人の君主がいた。歴史書として
朝鮮王朝実録 があり、投壺は何度か登場している。
第三代、太宗の時代（ 年 年）


































































































































































【図 投壺具（韓国民俗村（竜仁市））】 【図 投壺具（子供博物館（果川市））】





















和名類聚抄 は平安時代に 源 順 が（延喜十一（ ）年 永観元（ ）年）編纂し














江吏部集 は儒者で歌人であった大江匡衝（天暦六（ ）年 寛弘九（ ）年）の詩
文集である。成立は寛弘八（ ）年頃と考えられている。その中に 述懐古調詩一百韻 と
いう次のような詩がある。
述懐古調詩一百韻
優游何所詠 身上旧由縁 七歳初読書 騎竹繋蒙泉
九歳始言詩 挙花戯霞阡 十三加元服 祖父在其筵




年 月 日 読売新聞社）】
汝有帝師体 必遇文王田 少年信比語 意気独超然
不帷不窺園 閉戸不趨権 囲碁厭坐隠 投壺罷般還 （以下略）
漢字 文字の句 から成る詩である。自分の人生を懐かしむ内容で、冒頭では自分の子供
時代に遊びをせずに勉強していたことを綴っており、その中に投壺の文字が登場する。この詩
は つの句が対になっており、投壺を含む 文字はその前の 囲碁厭坐隠 と対になっていて、
囲碁は坐隠を厭い、投壺は般還を罷む と読むと考えられる。坐隠は囲碁の別名で、囲碁は
隠居した後に座ったまま遊べるものであるために、このように呼ばれることがある。般還はた










































（承応元（ ）年 正徳元（ ）年）の著書を集めた 絅斉先生諸説 の中の 投壺格
である。浅見絅斎は近江の国生まれの儒者で、その著書は国会図書館、筑波大学、天理大学な
どに所蔵されているが内容は異なっており、天理大学所蔵の 絅斉先生諸説 にのみ 投壺
格 が含まれている。内容は司馬光の 投壺格 をそのまま書き写したもので、司馬光の 投
壺格 とは若干形は異なるが図も記載されている。巻末に、 右事文類聚所載 とあるところ
から、宋代に祝穆
しゅくぼく
























香四種也 一 四包 二 四包 三 四包
































































巻頭には 都賀大陸先生編、小田西郊校 浪花 称 堂梓 とあり、序文の後に 巳丑中秋
奥田士亨書 とある。明和で巳丑は六（ ）年である。序文を書いたのは奥田三角（元禄十
六（ ）年） 天明三（ ）年）、江戸時代中期の儒学者で名は士亨である。小田西郊と
いう人物は調べたがわからなかった。







【図 投壺をしている図（ 雅遊漫録 挿絵）】
いくつかの資料からその生涯を追ってみたい。江南の墓は現在の岡山県岡山市の西宝寺にあっ




















【図 会席の図 投壺今格 】
とある。守山藩は水戸藩の支藩で現在の福島県にあった藩だが、藩主は江戸在住で参勤交代を
免除されていた。従って江南も江戸に勤めていたわけである。江南の著書 古今投壺説 や
投壺新格 儀節附 には宝暦初（ ）年に守山藩に仕えたが、藩主の松平頼寛（元禄十六
（ ）年 宝暦十三（ ）年）より投壺は古礼であり、これを研究して広めるように言わ
れたという記述がある。 優游社漫筆 の記述と異なる点が疑問である。本人の思い違いか、
体裁を取り繕ったと考えられる。


















を開いている。この間、水戸藩士の谷田部東壑（享保十八（ ）年 寛政元（ ）年）や






























古今投壺説 は約 丁、 頁の大著である。序文として 上某君書 と題して自分の来
歴や投壺を知るに至った経緯、投壺というものがいかに素晴らしいかを述べており、その後本
文として の章が続いている。 投壺禮所由之説 投壺濫觴之説 投壺歴代変化之説 大東
投壺之説 投壺書籍之説 投壺諸伎百法之説 嗅香伎本於投壺起之説 君子者宜為投壺之
説 投壺損益儀節之説 投壺奏楽和容之説 婦人投壺妓女投壺之説 投壺可乎修養
しゅようによろしき
説
投壺伎礼譲為要説 投壺先入為師之説 投壺新格取捨之説 と非常に重厚である。
優游社漫筆 （明和五（ ） 六年）














投壺新格 儀節附 （明和六（ ）年）
司馬光の 投壺新格 投壺儀節 の つの書に送り仮名と返り点を付し解説を加えたもの
である。 東都 田中清 補正、姫路 神有則 校讐 となっており、姫路藩の協力を得て刊
行できたものと考えられる。江南は良きスポンサーを見つけた、ということであろう。





















兼学校でもある林崎文庫の改革案である。その後、安永三（ ）年に 六朝詩選俗訓 、安































田辺楽斉（宝暦四（ ）年 文政六（ ）年）は仙台の儒者である。 歳で京都に遊学
し、その後江戸で学び仙台に帰った。仙台藩の藩校、明倫養賢堂の学頭を安永九（ ）年か
ら文化六（ ）年まで務めた。投壺に関する著書は 投壺図 司馬温公投壺儀節投壺新格





年 嘉永五（ ）年）著の 投壺略解 という書籍が正宗文庫に所蔵されているようであ
る。正宗文庫とは、国文学者の正宗敦夫（明治十四（ ）年 昭和三十三（ ）年）の蔵
書を管理している書庫であるが現在一部を除き公開はされていない。
皆川淇園
皆川淇園（享保十九（ ）年 文化四（ ）年）は儒学者で 投壺礼考 （関西大学
蔵）という著書がある。刊行年は不明である。内容は 礼記 の投壺の編本文と、それに解説
を付したものである。
関西大学には 投壺礼肆儀 という書籍も所蔵されている。表紙に 皆川淇園五十回忌祭
本訳 皆川淇園先生 末訳 富士谷元廣先生 とある。皆川淇園五十回忌は幕末の安政三
（ ）年であるが、この時に弟子たちが作成したものと考えられる。富士谷元廣（文政四
（ ）年 明治三十八（ ）年）は皆川淇園の弟の孫にあたる。内容は、 礼記 にある
投壺を行うときの手順が書き下し文で一行一行書かれ若干の注釈が付けられている。
なお、同大学には 投壺小筌 という横 、縦 の一枚紙を折り畳んだ資料が所蔵され
ている。投壺の故事来歴、ゲームの行い方、役と点数の一覧が記載されているが執筆者、発行
年は書かれていない。隅に 御投壺道具所 京四条寺町東エ入ル町 御楊弓師 稲田径永 と
あり、投壺の道具が実際に作られ販売されていたことがわかる。
小沼西陳
小沼西陳（安永四（ ）年 天保十（ ）年）は京都の漢学者・儒学者で隻岳楼と号し
た。その名前で 隻岳楼投壺式 （文化三（ ）年秋）を執筆している。同書は最初に役と
点数、次にゲームのしかたを簡単に記した全 ページの小冊子である。投法として 大壺法


























































































































人、投壺の礼を研尋し其の法を伝ふ。 投壺指揮 投壺矢勢図解 等梓行せり。 ）
田中江南には前述の書籍以外にも投壺に関する書籍があったようであるが現在は不明であ

















国学者の喜多村信節（天明三（ ）年 安政三（ ）年）が江戸の風俗や出来事などに
ついて書いた随筆である。全 巻で第四巻に武事・雑伎として、武芸・遊戯が集められている。
投壺、むかし此戯をせし事も有しが、 童蒙先習 に 近き物の内、うち矢 とあ
り。投壺なるべし。投壷は漢土の古礼なり、この投壺は中るをむねとして矢の激して還
ることを求めざりしが漢武帝の時、郭舎人より始て矢をかへらしむることをなす。これ
を驍といふとぞ、諸書に見へたり。 和名抄 に 投壺、豆保宇知、一云、都保奈介
とあれども、こゝには行はれざりしなり（板本に、都保奈介の旁点に、トホナケと付た
るは誤也。是をうけて 雅遊漫録 などにもその如くあり）。図式は、 雅遊漫録 に出
たり。 ）




















れる前であり、何らかの資料を見ての記述である。おそらく 投壺指南 であろう。 流行
という言葉も怪しい。
与謝蕪村
俳人の与謝蕪村（享保元（ ）年 天明三（ ）年）の句集の中に
いでさらば投壺まいらせん菊の花
水桶に投壺まいらせん菊の花
の つの句がある。蕪村の句の解説書としては 蕪村発句解 （松窓乙二述、梅窓布席記、天
保四（ ）年刊）があるが、 いでさらば の句について次のような解説がされている。
投壺は礼記にありて壺を置て矢を投げ込むことなり。三才図会には壺うちと仮名をつ
けたり。京都その外、ちかきとし専ら流行したる事あり。 ）
松窓乙二（本名 岩間乙二、松窓は号、生年不詳 文政六（ ）年）は陸奥の白石の俳人
である。この つの句がいつ読まれたのかは定かではないが、蕪村の活動時期は宝暦、明和、
安永年間（ 年 年）であり、田中江南らが投壺の書籍を刊行していた時期と重なる。
ちかきとしもっぱら流行 とあるが、同時期に江戸で刊行された 嬉遊笑覧 には ここ
には行はれざりしなり とあり、行われたのは京都とその周辺のみであったと考えられる。
鶯宿雑記
桑名藩士で大目付や江戸詰奉行などを務めた駒井乗邨（明和三（ ）年 弘化三（ ）
年）が書いた 巻 冊の本。刊行年は不明である。序に文化十（ ）年とあるが晩年の頃








乗邨は、 礼記 も知っており儒学の知識は持っていたようである。ただ 明和安永の頃青
楼の席で流行った という記述には疑問がある。青楼で流行した記録が見当たらないからであ
る。おそらく鈴木春信の 青楼美人合 の絵を見てそう勘違いしたのだろう。 武江年表 に


























































読売新聞の昭和五十四（ ）年四月十九日付朝刊には、 遊びの博物館 というコラムで
投壺が取り上げられている。元東京国立博物館学芸部資料課長で、 遊戯具 という書籍も監
修している関忠夫氏に取材した記事だが内容は誤りが多い。 あの司馬遷までルールブックを








おかしなものが少なくない。例えば 礼記 の注釈として投壺に 饗宴で行う室内の遊戯 と
いう説明がされているものがあるが、 礼記 の本文中に矢の長さが室内と堂上と庭中で異な
ることが記されており、屋内だけではなかったことはしっかり書いてあるわけである。 金瓶














延宝七（ ）年）の父、毛利輝元（天文二十二（ ）年 寛永二（ ）年）は豊臣秀吉
の重臣で、同じ秀吉の家臣、森友重（永禄二（ ）年 寛永五（ ）年）に毛利姓を与え
ている。毛利友重は佐伯藩藩主となり、第六代藩主の毛利高慶（延宝三（ ）年 寛保三
（ ）年）の四男の扶揺（享保十五（ ）年 天明六（ ）年）は水戸藩の家老、山野
辺義胤（正徳三（ ）年 安永六（ ）年）の養子となり、儒者となって田中江南の師の












らなかった。これは 投壺指南 にある 左の肩と右の肩と一斉に整ひ、身の動かぬようにす
べし ）という文章の解釈を誤ったものと考えられる。一旦腰のところで手を止めてから、
手を延ばして 投げるわけで、手を腰に付けたまま投げるなどはあり得ない。また研究家氏
は 引き分けを釣という と解説していた。これは同書には 持（引き分け）の事は鈞 ）と
記載されている。 鈞 という漢字は通常使わないため、よく知っている 釣 という漢字と
【図 霊願寺の投壺具 王朝のあそび 紫紅舎】
【図 大名家のあそび 花畠 年 月号 】










































）竹内照夫訳注 礼記 下 明治書院、平成十（ ）年、
）鎌田正訳注 春秋左氏伝 明治書院、平成十（ ）年、
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）岡澤慶三郎 田中江南の墓碑発見と其事跡に就て 掃苔 第九巻四号、昭和十五（ ）年、
）岡澤慶三郎、前掲書、
）岡野逢源 逢源記聞 多治比郁夫編 新日本古典文学大系 陶製江戸百化物 岩波書店、平成十二
（ ）年、
）岡澤慶三郎、前掲書、 、





）尾崎称斎 鳩居語 関儀一郎編 続続日本儒林叢書第二冊 東洋図書刊行会、昭和十一（ ）年、
）岡野逢源、前掲書、
）国史研究会編輯発行 先哲叢談続編 大正六（ ）年、
）落合暢之 投壺式 黒川眞道編 日本教育文庫 衛生遊戯編 同文館、明治四十四（ ）年、解説
）落合暢之、前掲書、
）入江昌喜 幽遠随筆 日本随筆大成編輯部 日本随筆大成 第一期 吉川弘文館、昭和五十一（ ）
年、
）金子光晴校訂 増訂武江年表 平凡社、昭和四十八（ ）年、
）高木好次他編 当世爰かしこ 洒落本大系 第 巻 林平書店、昭和七（ ）年、
）喜多村 庭著、長谷川強他校訂 嬉遊笑覧 巻二 岩波書店、平成十六（ ）年、
）神田書店 蕪村発句解 日本俳書大系 春秋社、昭和三（ ）年、
）市島謙吉編 皇都午睡三編下 新群書類従 第一 国書刊行会、明治三十九（ ）年、
）投扇興の詳細については拙論 投扇興の由来と現状 （ 大阪商業大学アミューズメント産業研究所紀要
第 号 平成十六（ ）年）を参照されたい。）
）星新一 城のなかの人 角川書店、、平成二十（ ）年、
）星新一、前掲書、
）堀和久 春日局 文芸春秋、昭和六十三（ ）年、 ）




欧陽脩等撰 新唐書 商務印書館、 年
小倉芳彦訳 春秋左氏伝 下 岩波書店、平成元（ ）年
栗原圭介 大戴礼記 明治書院、平成三（ ）年
小瀧敬道 人格形成に於ける射侯と投壺とについて 栗原圭介博士頌寿記念事業会 栗原圭介博士頌寿記念
東洋学論集 汲古書院、平成七（ ）年
小瀧敬道 礼記 投壺編の 及び を遶って 大阪大学中国学会編集発行 中国研究集刊 張号、平成七
（ ）年
五車萬宝全書 坂出祥伸他撰 中國日用類書集成 発行所不明、 年
笹島恒輔 中国の体育・スポーツ史 ベースボール・マガジン社、平成六十二（ ）年
佐野節訳注 白楽天全詩集 第三巻 日本図書センター、昭和五十三（ ）年
司馬光 投壺新格 陶 重輯 説郛 第 冊 宛委山堂刊、順治四（ ）年
司馬光 投壺儀節 陶 重輯 説郛 第 冊 宛委山堂刊、順治四（ ）年
司馬光 投壺格 沈津輯 欣賞編 第十四冊 発行所発行年不明
謝肇 著、岩城秀夫訳注 五雑組 平凡社、平成九（ ）年
鈴木虎雄訳注 杜甫全詩集 第三巻 日本図書センター、平成二（ ）年
田岡嵯代治 和訳史記列伝 下巻 玄黄社、明治四十四（ ）年
陳元 撰 事林廣記 中華諸局出版、 年
塚本哲三編 淮南子 有朋堂書店、昭和三（ ）年
西京雑記 長澤規矩也解題 和国本漢籍随筆集 第十三集 汲古書院、昭和四十九（ ）年
范曄撰 後漢書（上下） 商務印書館、 年
麻国鈞 中華伝統遊戯大全 農村読物出版社、 年
李鎮洙 投壺 にみる韓国の儒教とスポーツ 稲垣正浩他編 スポーツ史講義 大修館書店、平成十（ ）
年
陸容撰 菽園雑記 中華諸局出版、 年
劉初棠 中国古代酒令 上海人民出版社、 年
劉 等撰 旧唐書 商務印書館、 年
・朝鮮における投壺
市島謙吉編 高麗史 国書刊行会、明治四十一（ ）年
韓丘庸 朝鮮の子ども遊び博物館 東方出版、 年
魏徴撰 隋書 商務印書館、 年
、
平木実 韓国・朝鮮社会文化史と東アジア 学術出版会、平成二十三（ ）年
李延寿撰 北史 商務印書館、 年
李延寿撰 南史 商務印書館、 年
李百藥撰 北斉書 周書 商務印書館、 年
李朝実録 太宗実録 学習院東洋文化研究所、昭和二十九（ ）年 昭和三十（ ）年
李朝実録 世宗実録 学習院東洋文化研究所、昭和三十（ ）年 昭和三十二（ ）年
李朝実録 世祖実録 学習院東洋文化研究所、昭和三十二（ ）年
李朝実録 成宗実録 学習院東洋文化研究所、昭和三十三（ ）年
・日本における投壺
浅見絅斎 絅斎先生諸説 発行所発行年不明（江戸後期）
熱田神宮文化部編 特別展 日本の遊戯具 図録 熱田神宮々庁、昭和五十六（ ）年
有坂與太郎 日本玩具史篇 雄山閣、昭和九（ ）年
入江昌喜 幽遠随筆 日本随筆大成編輯部 日本随筆大成 第一期 日本随筆大成刊行会、昭和五十一
（ ）年
大内健二 茨城の墨蹟 ふるさとの名筆をたずねて 暁印書館、平成五（ ）年
大枝流芳 香道千代乃秋 享保十七（ ）年
大枝流芳 雅遊漫録 享保頃
大枝流芳 雅遊漫録 日本随筆大成編輯部 日本随筆大成 第二期 日本随筆大成刊行会、昭和四（ ）年
太田藤四郎 続群書類従第九輯 国書刊行会、昭和十五（ ）年
大野晋編 本居宣長全集別巻三 筑摩書房、平成五（ ）年
岡沢慶三郎 田中江南の墓碑発見と其事跡に就て 藤波剛一編 掃苔 第九巻第四号 成文堂、昭和十五
（ ）年
岡野逢原 逢原紀聞 多治比郁夫他校注 新日本古典文学大系 当代江戸百化物 岩波書店、平成十二
（ ）年
尾崎称斎 鳩居語 関儀一郎編 続続日本儒林叢書第二冊 東洋図書刊行会、昭和十一（ ）年
落合正暢 投壺式 黒川真道編 日本教育文庫 衛生及遊戯篇 同文館、明治四十四（ ）年
小沼西陳 隻岳楼投壺式 文化三（ ）年
小野武夫 江戸の遊戯風俗図誌 展望社、昭和五十八（ ）年
掛本勲夫 田中江南の林崎文庫改革意見書・ 御文庫興隆愚案 皇學館論叢 第二十六巻第二号 皇學館大
學人文学会、平成五（ ）年
花林舎編 王朝のあそび 紫紅舎、平成四（ ）年
神田喜一郎 遊戯具 投壺 について 正倉院文化 大八洲出版、昭和二十三（ ）年
神田豊穂 蕪村発句解 春秋社、昭和三（ ）年
喜多村 庭著、長谷川強他編 嬉遊笑覧 岩波書店、平成十六（ ）年
黒板勝美編 国史大系第九巻 本朝世紀 吉川弘文館、昭和三十九（ ）年
玄恵 遊覚往来 黒川真道編 日本教育文庫 教科書篇 同文館、明治四十四（ ）年
高力猿猴庵 名陽旧覧図誌 文政三（ ）年
越谷秀真 雅語俗諺翌檜 高田文賞堂、明治二十七（ ）年
小高吉三郎 日本の遊戯 拓石堂出版、昭和五十二（ ）年
小瀧敬道 投壺礼の起源と儀礼的意義づけ 日本中国学会編 日本中国学会報 号、昭和六十二（ ）年
御無事庵春江 当世爰かしこ 高木好次他編 洒落本大成第 巻 林平書店、昭和五（ ）年
駒井乗邨 鶯宿雑記
後藤昭雄 大江匡衡 吉川弘文館、平成十八（ ）年
斎藤月岑、金子光晴校訂 増補武江年表 平凡社、昭和四十八（ ）年
花畠 年 月号 周南市文化振興財団、平成二十八（ ）年
鈴木淳 続小宮山木工進昌世年譜稿 国文学研究資料館紀要第 号 国文学研究資料館、平成七（ ）年
関忠夫編 日本の美術第 号遊戯具 至文堂、昭和四十三（ ）年
仙台市博物館編集発行、特別展図録 競う！ 江戸時代のスポーツ 平成十三（ ）年
高須芳次郎 水戸学徒列伝 誠文堂、昭和十六（ ）年
高山大毅 近世日本の 礼楽 と 修辞 荻生徂徠以後の 接人 の制度構想 東京大学出版会、平成二十
八（ ）年
立林宮太郎 水戸学研究 水戸学研究会、昭和八（ ）年
田中菊満 投壺指南 早川純三郎編 雑芸叢書 第二 国書刊行会、大正四（ ）年
田中江南 優游社漫筆 明和五（ ）年頃
都留春雄、釜谷武志校注 六朝詩選俗訓 平凡社、平成十二（ ）年
徳山市美術博物館編集・発行 徳山毛利家資料展 陶と毛利の遺産 図録 平成九（ ）年
永田龍太郎編 与謝蕪村句集 全 永田書房、平成三（ ）年
中村幸彦 都賀庭鐘傳攷 京都大学文学部国文学研究室 国語国文第 巻第 号 中央図書出版、昭和二十八
（ ）年
中村幸彦他校註 新編日本古典文学全集 英草紙・西山物語・雨月物語・春雨物語 小学館、平成七（ ）年
西澤一鳳 皇都午睡 市島謙吉編 新群書類従 第一 国書刊行会、明治三十九（ ）年
波多野太郎編 中国語学資料叢刊 第三篇 不二出版、昭和六十一（ ）年
浜松歌国 摂陽奇観 船越政一郎編 浪速叢書 浪速叢書刊行会、昭和二（ ）年
前田香径 立原翠軒 立原善重、昭和三十八（ ）年
翠川文子 大枝流芳（岩田信安）小考 川村学園女子大学紀要第 巻第 号 川村学園女子大学、平成十六
（ ）年
皆川淇園 投壺礼考
皆川誠蔵（淇園） 投壺礼肆儀 安政三（ ）年
森三樹三郎、宇都宮清吉訳 世説新語 顔氏家訓 平凡社、昭和四十四（ ）年
吉田俊純 寛政期水戸学の研究 吉川弘文館、平成二十三（ ）年
米田雄介 奇跡の正倉院宝物 シルクロードの終着駅 角川学芸出版、平成二十二（ ）年




儒医評林 中野三敏編 江戸名物評判記集成 岩波書店、昭和六十二（ ）年
故事類苑 遊戯部 吉川弘文館、平成九（ ）年
